









学位記番号 文博第 414 号
学位授与年月日 平成24年 7 月 12 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当






















































































































































































験謹の語り -w龍王講だより J の記事から-J では、龍王講の機関誌である『龍王講だより』に所載の
106話の「霊験語J が分析され、それらが語られる意味を信者の現世利益信仰の内実として把握する。
最後の終章「信者の祈願と寺院の生存戦略のあいだ」では、これまで指摘してきたところを統合し、善
宝寺における現世利益信仰は、縁起にある戒脈授戒が〈龍神による前世利益) <龍神の現世利益の拡大〉
〈新たな現世利益の発生) <祈祷会による現世利益〉といった四つの要素の展開する中に構成されている
ことが述べられ、寺院がとってきた生存戦略についてまとめられる。
本研究は、論者自身のフィールドワークを通じて得られた文献資料と聞き取り調査資料をもとに論証
がなされており、その地道な努力と綴密な分析は高く評価できる。また、本論文の研究視角をはじめ、
随所に見られる新知見は、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者は、
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博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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